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スチレン系耐候性（ASA）樹脂事業について

　UMG ABS株式会社（本社：東京都中央区、取締役社長：宮本　利雄、ABS系樹脂生産能力：年１７万６千トン）と日立化成工業株式会社（本社：東京都新宿区、執行役社長：長瀬　寧次、ASA樹脂生産能力：年１万５千トン）は、2004年11月8日に発表しましたスチレン系耐候性（ASA）樹脂事業に関し、日立化成工業㈱よりUMGABS㈱への事業譲渡契約を締結するとともに、公正取引委員会への届出も完了し、2005年7月からのUMG ABS(株)による営業開始を目指し、本格的な作業を開始しました。

ASA樹脂はABS樹脂の耐候性を改良するために、ブタジエンゴムをアクリル酸ゴムに置き換えた樹脂で、耐候性、耐薬品性に優れ、かつABS樹脂と同様な着色性、成形性、強度を保有した熱可塑性スチレン系樹脂の１つであり、自動車外装部品や、建材、屋外用途に使用されています。耐候性・熱安定性に優れるため製品の長寿命化、塗装工程の省略も可能なことから、環境に適した素材として使用量も拡大しています。

ABS樹脂の大手メーカーであるUMG ABS㈱は、ABS系樹脂の特殊化推進策としてASA樹脂の事業拡大を図っており、１昨年のASA樹脂生産設備の改造と今回の日立化成工業㈱からの事業譲渡契約の締結により、拡販体制が整いました。これにより、国際的にもASA樹脂のトップクラスのメーカーとなる見込みです。

日立化成工業㈱は、事業の選択と集中の一環としてスチレン系樹脂事業の再編に取り組んできましたが、ASA樹脂事業については、原料価格の高騰など厳しい事業環境の下で、これ以上の収益改善は困難であると判断し、UMG ABS㈱に営業を譲渡することにしたものです。

日立化成工業㈱はASA樹脂事業からの撤退に伴い、基本的にバイタックス®、バイフネン®など現行ASA樹脂製品の製造・供給を停止いたします。尚、ASA樹脂は一部顧客の認定を必要とする部材に使用されている場合があり、円滑に切り替えを進めるため、UMG ABS㈱は1年間を目処に必要に応じて日立化成工業㈱に現行製品の製造を委託し、供給を継続する予定です。製造委託品からUMGABS㈱製品への切り替えに伴い、バイタックス®、バイフネン®などの商標は、UMG ABS㈱のダイヤラック®、UMGアロイ®などの商標へ切り替わります。
１．事業譲渡契約の骨子

　（１）UMG ABS㈱が譲り受ける事業の内容

　　　　スチレン系耐候性樹脂事業（営業権のほか、知的財産権、生産ノウハウを含む

　　　　　　但し、製造設備・人員は含まない。）

　（２）事業譲渡契約の締結

2005年2月25日

　（３）UMG ABS㈱による営業・受注の開始

2005年7月1日

２．会社の概要

	社　名
	ＵＭＧ　ＡＢＳ株式会社
	日立化成工業株式会社

	本社所在地
	東京都中央区明石町８－１
聖路加タワー30Ｆ
	東京都新宿区西新宿２－１－１
（新宿三井ビル）

	設　立
	2002年４月
	1962年10月

	資本金
	30億円
	153億円

	事業内容
	ＡＢＳ樹脂事業（ＡＢＳ、ＡＳＡ、ＳＡＮ、ＡＥＳの各ポリマー及びこれらを使用するコンパウンド品、並びに他の樹脂とのアロイ製品にかかる事業）
	エレクトロニクス関連製品、工業材料関連製品の製造及び販売

	主要株主
	宇部興産(株)　　          42.7%

三菱レイヨン(株)　　      42.7%

米ゼネラル・エレクトリック 14.6% 
	(株)日立製作所　　　　　　51.2%

日本トラスティ・サービス信託銀行
(株)(信託口)　　　　　　　 7.3%
（2004年9月末現在）


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以　　上

尚、本件に関する問い合わせは下記にお願いいたします。

UMG ABS㈱　　営業企画部　　　　 吉富　勉 　 (TEL：03-5148-5180)

社長付　　　　　　 正木　省三  (TEL : 03-5148-5175)

日立化成工業㈱　広報・IRグループ　岡村　昌彦 （TEL：03-5381-2375）
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